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約10～14であり，0．8mmのジュラルミンの翼は180

～215　kgで荷重倍数は約14～16でありその強度は十分

である．アンテナ付翼と，ない翼との構造上の違いによ

り後者の方が約15～30％の強度の増加を示している．

剛性の強さの順を示すとO・5mmステンレス板サンド
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第11図　128J－TR型アンテナ無翼
　　（表板α5mmステンレス）
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　第12図　128J－TR型アンテナ無翼
　　　（表板0．8mmジュラルミン）

の翼の擁みを記入したものである．擁みは翼の先端で計

ウイッチ構造

翼，O．8mm板

サンドウィッチ

構造翼，ジュラ

ルミン中実翼と

なっている．ま

た固有振動数を

見てもサンドウ

ィッチ構造翼の

方が中実翼より

一一iと優れてい

る．

第3表には荷重

120kg（荷重倍

数約9．25）を加

えた場合の翼の

最大応力を示す

ものでかなりの

安全性のあるこ

とを示してい

る．第13図に

は荷重200kg程

度までの各種類

2DO
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第13図　翼の荷重一擁み曲線

りカセトメータを使用した．

4・　あとがき

／

25

　以上主として室内実験的に翼の強度および剛性試験を

行った・これでサンドウィッチ構造翼は強さおよび剛性

の点ですぐれていることがわかった．特に128J－TR型

用のようなアンテナ翼は他の構造法では不可能と思われ

る．なお，飛しょう実験では翼はエンジンからの加熱に

より約170°C程度になったことが計測されたが，心材

および接着剤はこれに十分耐えた．

　また以上の結果によれば，実機の翼で最も強度の弱い

ものは128　J－S型の1号機の場合で約荷重倍数5の強

さを持っている．したがって128J－Sの性能に対して

はこの程度の強さおよび剛性で十分であることがわかっ

た。なお，供試翼および実験装置の製作には長谷部秀二

君の協力を，また，実験には富田文治，吉屋勲の両君の

協力を得たことを付記する・　　　　　（1957・2・4）

観測ロケット研究班（SR研究班）の構成 正誤表（2月号）
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